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1. 2020年12月期第3四半期の連結業績（2020年1月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第3四半期 14,114 60.6 5,537 39.1 4,613 71.3 3,080 87.6

2019年12月期第3四半期 8,788 △17.6 3,980 △38.0 2,692 △49.9 1,642 △49.7

（注）包括利益 2020年12月期第3四半期　　2,988百万円 （50.7％） 2019年12月期第3四半期　　1,983百万円 （△43.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年12月期第3四半期 103.03 102.24

2019年12月期第3四半期 55.25 54.05

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年12月期第3四半期 110,174 38,419 34.7 1,277.27

2019年12月期 158,879 36,256 22.7 1,208.99

（参考）自己資本 2020年12月期第3四半期 38,228百万円 2019年12月期 36,126百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 ― 9.50 ― 12.50 22.00

2020年12月期 ― 16.00 ―

2020年12月期（予想） 16.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年12月期の連結業績予想（2020年 1月 1日～2020年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 11.1 7,700 △6.0 6,300 △12.3 3,900 △14.4 130.51

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期3Q 30,470,000 株 2019年12月期 30,422,000 株

② 期末自己株式数 2020年12月期3Q 540,392 株 2019年12月期 540,281 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期3Q 29,897,964 株 2019年12月期3Q 29,724,539 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）３ページ「（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

当社グループは主にオペレーティング・リース事業を行う金融ソリューション事業及びメディア事業を報告セグメ

ントとしておりますが、金融ソリューション事業以外のセグメントの重要性が乏しいため、セグメント別の記載を省

略しております。

 

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年９月30日）における世界経済の状況は、世界規模へ拡大し

た新型コロナウイルス感染症により、急速に企業収益が悪化し、個人消費が縮小いたしました。感染拡大防止のた

めの世界各国の入国制限・行動制限は継続し、特に航空業界の経営環境は厳しい状況で推移いたしました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大が続く中で、世界各国は感染拡大の防止策を講じながら社会経済活動のレベルを引き上げ

る方法を模索しております。日本経済の状況も同様に、緊急事態宣言が解除された後も、雇用・所得環境の悪化は

続いており、個人消費や企業収益の回復も先行きが見えない状態となっております。

このような経済情勢の中で、当社グループは、「金融を通じて社会に貢献する企業であり続ける」を経営理念と

して、主力３事業（オペレーティング・リース事業、環境エネルギー事業及びパーツアウト・コンバージョン事

業）を中心に企業価値向上に努めてまいりました。

オペレーティング・リース事業の売上高は、13,338百万円（前年同期比70.5％増）となりました。商品出資金販

売状況は、投資家の慎重な投資判断が強まりながらも、64,740百万円（前年同期比4.9％増）となりました。一

方、商品組成状況は、新型コロナウイルスの感染症拡大に伴う航空業界全体が混乱する中、72,852百万円（前年同

期比76.6％減）の案件組成にとどまりました。

環境エネルギー事業の売上高は、325百万円（前年同期比30.2％増）となりました。主に、太陽光発電所のマネ

ジメント手数料と売電収入によるものです。新たな太陽光発電所の稼働や過去の太陽光ファンドの償還を迎えまし

たが、太陽光発電事業の新規ファンド組成及び販売を見送り、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せるまでの

間、自社で保有することといたしました。

パーツアウト・コンバージョン事業の売上高は、34百万円（前年同期比628.9％増）となりました。退役航空機

を解体した各部品を管理し、整備会社、リース会社及び航空会社等へ販売するパーツアウト事業、並びに旅客機を

貨物機に改造するコンバージョン事業での案件獲得に努めました。

 

当第３四半期連結累計期間と前第３四半期連結累計期間との増減額、増減率は下表のとおりであります。

（単位：百万円）

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減額 増減率（％）

売上高 8,788 14,114 5,325 60.6

営業利益 3,980 5,537 1,557 39.1

経常利益 2,692 4,613 1,920 71.3

親会社株主に帰属する

四半期純利益
1,642 3,080 1,438 87.6

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は110,174百万円となり、前連結会計年度末に比べて48,705百万円減少

しました。これは主に、商品出資金が49,871百万円、現金及び預金が11,546百万円、未成業務支出金が3,972百

万円及び売掛金が1,073百万円それぞれ減少し、前渡金が8,590百万円、立替金が8,314百万円及び商品が1,969百

万円それぞれ増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は71,755百万円となり、前連結会計年度末に比べて50,867百万円減少しま

した。これは主に、短期借入金が37,611百万円、前受収益が8,770百万円、未払法人税等が2,254百万円及び長期

借入金が1,745百万円それぞれ減少し、社債が309百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は38,419百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,162百万円増

加しました。これは主に、当第３四半期連結累計期間において親会社株主に帰属する四半期純利益3,080百万円

を計上したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020年12月期の通期連結業績予想は、2020年９月29日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」

のとおりとしております。

なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な不確定

要素や今後の業況等により、実際の業績とは異なる場合があります。

 

（４）新型コロナウイルス感染症に係る事業等のリスク

新型コロナウイルス感染症の流行が長期化した場合、航空会社等の賃借人の業績悪化及び金融機関の融資条件変

化による組成機会の減少、中小企業を中心とした投資家の投資意欲の減退及びオペレーティング・リース事業に係

る保有資産価値の下落が生じる可能性があります。

加えて、当社グループ社員が新型コロナウイルスに感染した後、社員同士の接触等により社内感染が拡大し、事

業所の一時閉鎖や事業の一部休業等が生じた場合には、当社グループの事業運営に支障が生じる可能性がありま

す。

当社グループではこれらのリスクに対応する為、オペレーティング・リース事業に係る関連当事者との情報交換

に努めた上で、早期に適切な対応を図っております。また、お客様、お取引先様及び役職員の安全・安心のため、

可能な限り「新しい生活様式（お互いの距離が取れるようなご案内、マスク着用の徹底、健康管理の徹底等）」に

則った対応に取組んでおります。

しかしながら、このような対応にもかかわらず、上記要因により、売上高の減少、保有資産価値の下落及び事業

運営への支障等が生じた場合には、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 36,239 24,693 

売掛金 6,661 5,588 

商品 2,637 4,607 

商品出資金 82,372 32,501 

未成業務支出金 4,580 607 

前渡金 5,263 13,853 

立替金 6,898 15,212 

短期貸付金 1,244 1,459 

預け金 503 - 

営業投資有価証券 1,561 1,722 

その他 3,203 3,455 

流動資産合計 151,167 103,701 

固定資産    

有形固定資産 109 244 

無形固定資産 114 121 

投資その他の資産 7,407 6,016 

固定資産合計 7,632 6,381 

繰延資産    

社債発行費 80 91 

繰延資産合計 80 91 

資産合計 158,879 110,174 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 39 20 

業務未払金 677 69 

短期借入金 95,813 58,201 

1年内返済予定の長期借入金 2,266 1,824 

1年内償還予定の社債 972 1,142 

未払金 132 156 

前受収益 13,574 4,803 

未払法人税等 2,335 80 

賞与引当金 - 118 

その他 786 394 

流動負債合計 116,598 66,811 

固定負債    

社債 2,316 2,455 

長期借入金 3,671 2,368 

その他 37 120 

固定負債合計 6,025 4,943 

負債合計 122,623 71,755 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,658 11,661 

資本剰余金 11,593 11,596 

利益剰余金 14,154 16,382 

自己株式 △1,470 △1,470 

株主資本合計 35,935 38,169 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 215 139 

為替換算調整勘定 △23 △80 

その他の包括利益累計額合計 191 58 

新株予約権 16 16 

非支配株主持分 114 174 

純資産合計 36,256 38,419 

負債純資産合計 158,879 110,174 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 8,788 14,114 

売上原価 2,396 5,740 

売上総利益 6,391 8,374 

販売費及び一般管理費 2,411 2,836 

営業利益 3,980 5,537 

営業外収益    

受取利息 148 135 

商品出資金売却益 402 464 

受取手数料 37 148 

その他 84 128 

営業外収益合計 673 876 

営業外費用    

支払利息 572 543 

支払手数料 832 865 

為替差損 404 169 

持分法による投資損失 134 187 

その他 15 34 

営業外費用合計 1,960 1,801 

経常利益 2,692 4,613 

税金等調整前四半期純利益 2,692 4,613 

法人税等 977 1,491 

四半期純利益 1,715 3,121 

非支配株主に帰属する四半期純利益 73 40 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,642 3,080 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 1,715 3,121 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 315 △75 

為替換算調整勘定 △47 △57 

その他の包括利益合計 268 △132 

四半期包括利益 1,983 2,988 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,910 2,947 

非支配株主に係る四半期包括利益 73 40 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

- 8 -

㈱ジャパンインベストメントアドバイザー (7172) 2020年12月期 第３四半期決算短信


